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第１ 監査の概要 

 

 １ 監査の種類   公の施設の指定管理者監査 

 ２ 監 査 対 象   公益財団法人四日市市文化まちづくり財団 

            市民文化部文化振興課（指定管理に関する事務の所管所属） 

 ３ 事前調査期間   令和元年１２月１１日から令和２年 １月１６日まで 

 ４ 監 査 期 間   令和２年 １月１７日 

 ５ 監査対象年度   平成３０年度 

 ６ 監査対象事項   施設の管理運営に関する事務及び出納その他の事務 

７ 監 査 方 法   公の施設の指定管理者に対して、公の施設の管理運営に係る出納その他

の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、担当者から説明を聴

取し、諸帳簿等について調査・確認するとともに、条例及び協定書等に沿

って適正な管理が行われているかに重点を置いて監査を実施した。 

また、所管所属に対しては、指定管理者への指導監督が適切に行われて

いるかに重点を置いて監査を実施した。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 指定管理者の概要 

名  称  公益財団法人四日市市文化まちづくり財団 

代 表 者 理事長 小林 長久 

住  所 四日市市本町９番８号 

 

 ２ 指定管理の内容 

施  設  名 
①四日市市文化会館 

②四日市市茶室 

所  在  地 

①四日市市安島二丁目５番３号 

②四日市市鵜の森一丁目１３番 

１７号 

設置年月：①昭和５７年８月 

     ②平成 ６年７月 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

指定管理料 ２７６，３８９，０００円（平成３０年度） 

指定管理に 

係る収支状況 

(平成３０年度) 

 収 入   ３４５，９６７，８０３円 

 支 出   ３４７，２２３，０６４円 

 収 支    △１，２５５，２６１円 

利 用 実 績 

年間利用者数 

平成２８年度 ４５９，６５０人 

平成２９年度 ４１０，１８３人（前年度比  ４９，４６７人減） 

 平成３０年度 ２３２，４６９人（前年度比 １７７，７１４人減） 
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 ３ 指定管理の業務範囲 

   ア 使用の許可、使用許可の取消し、特別の設備の設置許可、入場の制限等に関すること。 

   イ 利用料金の徴収・減免・還付等に関すること。 

   ウ 文化会館等の施設・設備等の維持管理に関すること。 

エ その他、文化会館等の運営に関すること。 

 

 ４ 収支状況 

                                      単位：円 

項 目 実施計画（a） 実績額（b） 比較増減（b）－（a） 

指定管理料 ２７６，３８９，０００ ２７６，３８９，０００ ０ 

利用料等収益 ６０，２１３，０００ ４３，８６３，６２０ △１６，３４９，３８０ 

入場料等収益 １３，８１５，０００ １０，３２７，９４８ △３，４８７，０５２ 

食堂使用料等収益 ２，８７６，０００ ２，８２０，３９８ △５５，６０２ 

広告料収益 ５，０３２，０００ ３，６６１，９００ △１，３７０，１００ 

刊行物販売収益 ２４８，０００ ２４１，７００ △６，３００ 

茶室収益 ２，６８４，０００ ２，９８３，４５０ ２９９，４５０ 

受取その他助成金 ３，５００，０００ ５，５６１，３５７ ２，０６１，３５７ 

雑収益 １００，０００ １１８，４３０ １８，４３０ 

経常収益 計 ３６４，８５７，０００ ３４５，９６７，８０３ △１８，８８９，１９７ 

給料手当 ５９，６９７，０００ ６２，８４２，４８８ ３，１４５，４８８ 

臨時雇賃金 ２１，０４２，０００ ２０，４２２，０１０ △６１９，９９０ 

賞与引当金繰入 ５，６６７，０００ ５，４４０，０３３ △２２６，９６７ 

退職給付費用 ２，８０３，０００ ８８，８２４ △２，７１４，１７６ 

福利厚生費 １６，７６３，０００ １６，７５０，２０２ △１２，７９８ 

会議費 ８８３，０００ ７１８，７５３ △１６４，２４７ 

旅費交通費 １，３５２，０００ １，２５５，８６０ △９６，１４０ 

通信運搬費 ３，６４２，０００ ３，３２６，６９８ △３１５，３０２ 

消耗什器備品費 ９２６，０００ ２，０６７，９０４ １，１４１，９０４ 

消耗品費 ７，２５９，０００ ６，０５５，８２１ △１，２０３，１７９ 

修繕費 ９，８２７，０００ １０，２４５，６１４ ４１８，６１４ 

印刷製本費 ６，３１１，０００ ４，７２０，８２０ △１，５９０，１８０ 

燃料費 １３５，０００ １６０，８５０ ２５，８５０ 

光熱水料費 ３９，２９８，０００ ２９，３９８，０６９ △９，８９９，９３１ 

賃借料 １２，０５６，０００ １１，１６９，９４９ △８８６，０５１ 

使用料 ９３３，０００ ３０３，３７０ △６２９，６３０ 

手数料 １，３５１，０００ １，２９７，５５０ △５３，４５０ 

保険料 １，１１４，０００ １，０１５，９１６ △９８，０８４ 
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交際費 １４５，０００ １３３，６００ △１１，４００ 

諸謝金 ５，２１８，０００ ３，０６５，５７９ △２，１５２，４２１ 

租税公課 ７，８８３，０００ ８，６４７，０２０ ７６４，０２０ 

支払負担金 ２，０６４，０００ ２，０３８，０００ △２６，０００ 

委託費 １４１，１５３，０００ １３８，７９８，８２７ △２，３５４，１７３ 

広告宣伝費 ３，５０９，０００ １，４１６，６７２ △２，０９２，３２８ 

雑費 ７，０００ ７，５００ ５００ 

管理費 ０ １５，８２５，１３５ １５，８２５，１３５ 

経常費用 計 ３５１，０３８，０００ ３４７，２１３，０６４ △３，８２４，９３６ 

法人税、住民税及び

事業税 
０ １０，０００ １０，０００ 

当期一般正味 

財産増減額 
１３，８１９，０００ △１，２５５，２６１ △１５，０７４，２６１ 

 

第３ 監査の結果 

 

   四日市市文化会館及び四日市市茶室の指定管理者公益財団法人四日市市文化まちづくり財団

における出納及びその他関連する事務並びに所管所属の指定管理者に対する指導状況等につい

て監査した結果、次の指摘事項及び意見のとおり、是正又は改善を要するものなどが見受けら

れた。今後の事務執行に当たっては、これらに十分留意するとともに、その措置を講じるよう

要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 

 

 １ 指摘事項 

 

【公益財団法人四日市市文化まちづくり財団】 

（１）領収書等帳票の取扱いについて 

 次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない書類の提出を求め、受領時には十分

確認するとともに、適切な事務処理を行うこと。 

  ア 請求書及び領収書において、金額の修正。 

  イ 領収書の控えにおいて、すべてを番号順に編綴せず、書損分を分けて編綴。 

  ウ 請求書において、「¥」マークの記載漏れ。 

  エ 請求書において、請求先の代表者名の記載漏れ。 

  オ 請求書において、摘要欄の記載漏れ。 

  カ 利用者が提出した利用料金の還付申請書において、「許可を受けた施設名」欄の記載不備。 

 （２）物品管理について 

    消耗什器備品について、台帳が作成されておらず、数量の確認も実施していない。これら

の管理物品は利用者への貸出しも行っており、紛失等の事故防止のため、厳重に管理しなけ

ればならない。速やかに台帳を作成し、物品の管理を徹底すること。 
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【市民文化部文化振興課】 

（１）備品管理について 

   指定管理者に貸与している備品において、次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備

のない適切な事務処理を行うこと。 

 ア 所管課による全件実査が未実施。 

 イ 備品ラベルの貼付誤り及び貼付漏れ。 

 

 ２ 意 見 

 

【公益財団法人四日市市文化まちづくり財団】 

 （１）預金の管理について 

    文化会館・茶室の運営のために使用する預金について、預金残高が高額になった場合は、

文化まちづくり財団の本部会計で適切に運用されるよう、本部会計へ送金を行うこと。その

ために、文化会館で管理する金額の上限を定め、上限を超えたら送金するといった仕組みづ

くりを行うこと。 【要望事項】 

（２）事業収支について 

    正味財産増減計算書において、事業計画の段階では約１，３８１万円の利益が見込まれて

いたのに対し、実績は約１２５万円の損失となっている。大規模改修工事による減収等の影

響が見通しより大きかったとのことである。根拠のある確実性の高い事業収支計画を策定す

るとともに、計画どおり実行できるよう収益の確保、経費の削減に努めること。 

 【改善事項】 

 （３）利用率の向上について 

    文化会館の貸館について、文化会館の機能を利用したいと考える利用者には周知されてい

ると思われるが、空室を少なくし、より利用率を向上させるため、新たな利用者層の発掘に

ついて研究すること。 【要望事項】 

（４）車いすの管理について 

    車いすが設置されているが、錆が浮いているなど劣化が目立つものが見受けられた。利用

者が安全に利用できるかどうか点検を行うこと。 【改善事項】 

（５）授乳室の案内について 

   展示棟１階に授乳室が設置されているが、授乳室が設置されている旨の表示が分かりにく

いため、利用者の目に留まる位置に表示を設置すること。 【改善事項】 

 （６）喫煙所について 

    屋外に設置されている喫煙所について、排気装置を設置するなど周囲への煙の影響を配慮

した対策を行うこと。 【改善事項】 

 （７）売店について 

    売店に設置されている飲料用ショーケースについて、商品が入っているにもかかわらず、

売店職員が不在時も施錠されていない。盗難防止対策を行うこと。 【改善事項】 

 （８）搬入口への駐車について 

    ホールの搬入口への駐車は、ホールの利用者（主催者）しか認められていない。誤って一
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般の入場者が駐車するといったトラブルを防ぐため、ホール搬入口に駐車する利用者に許可

証を発行し車両内の見えやすい位置に設置してもらうなど、市民に対して分かりやすい表示

を行うこと。 【要望事項】 

（９）契約先の選定について 

   工事金額が５０万円未満であり、緊急であるとの理由から、単独随意契約により工事を発

注している事例が見受けられた。少額の工事であっても、市に準じて見積り合わせにより業

者を選定すること。 【要望事項】 

 （１０）茶室「泗翠庵」で使用する抹茶について 

  ア 茶室開設当時から単独随意契約により同一の業者から購入している。複数の業者から見積

りを徴収し契約先の決定を行うこと。 【改善事項】 

  イ 使用する抹茶のほとんどが他県産とのことである。四日市産の抹茶のＰＲのため、四日市

産の抹茶の使用頻度を増やすこと。 【改善事項】 

（１１）労務管理について 

    労働基準法第３６条に基づく労使協定で時間外労働の上限として定めた年間３６０時間

を上回る時間外労働が発生しているとのことである。労務管理を徹底すること。 

 【改善事項】 

（１２）内部事務管理について 

    事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。職員の業務に関する知

識不足や単純なミスに加えて指定管理者内でのチェック・牽制体制が十分に機能していない。

事務処理のルールを再度確認し、内部事務管理の徹底を図ること。 【改善事項】 

 （１３）消耗品の購入について 

    １００円ショップ等で消耗品を頻繁に購入している。何度も行き来することのないよう必

要なものをまとめて購入する、または注文した商品が配送されるシステムを利用するなど、

勤務時間中の職員の行動について市民から疑念を持たれないよう、購入方法を見直すこと。

 【改善事項】 

 

【市民文化部文化振興課】 

 （１）利用料金について 

    貸館の利用料金について、「商業宣伝、営業又はこれらに類する目的」に使用する場合は加

算利用料が課されることが条例により定められているが、どのような場合が「商業宣伝、営

業又はこれらに類する目的」に該当するのかを示す判断基準が定められていない。具体的な

基準の策定について検討すること。 【改善事項】 

 （２）茶室「泗翠庵」の利用促進について 

    茶室「泗翠庵」の貸館について、年間の半数以上が利用されていない。市の税金で管理し

ているのであれば、より多くの人に利用されるべきである。引き続き指定管理者により施設

のＰＲを行うとともに、文化振興のために無料で施設を開放するなど利用率向上のための取

組みを行うこと。 【要望事項】 

 （３）指定管理者への指導監督について 

    指定管理者の事務処理において、基本的な部分でいくつかの指摘事項が見受けられた。事

務処理のルールについて指導を行うとともに、定期的に収入・支出関係証拠書類の調査・照
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合を行うなど牽制を行うこと。 【改善事項】 

 （４）指定管理の在り方について 

    当施設の管理運営は、開設時から現在まで文化まちづくり財団が行っているが、事業収支

計画の策定や、消耗什器備品の管理など、管理運営に緩みが生じているのではないかと考え

られる。また、文化まちづくり財団は市が１００％出捐する団体であるが、そのような団体

に管理運営を委任するメリットや理由、指定管理の在り方について再度研究すること。 

 【要望事項】 
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第１ 監査の概要 

 

 １ 監査の種類   公の施設の指定管理者監査 

 ２ 監 査 対 象   アクティオ株式会社 

            商工農水部商工課（指定管理に関する事務の所管所属） 

 ３ 事前調査期間   令和元年１２月１３日から令和２年 １月１６日まで 

 ４ 監 査 期 間   令和２年 １月１７日 

 ５ 監査対象年度   平成３０年度 

 ６ 監査対象事項   施設の管理運営に関する事務及び出納その他の事務 

 ７ 監 査 方 法   公の施設の指定管理者に対して、公の施設の管理運営に係る出納その他

の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、担当者から説明を聴

取し、諸帳簿等について調査・確認するとともに、条例及び協定書等に沿

って適正な管理が行われているかに重点を置いて監査を実施した。 

また、所管所属に対しては、指定管理者への指導監督が適切に行われて

いるかに重点を置いて監査を実施した。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 指定管理者の概要 

名  称  アクティオ株式会社 

代 表 者 代表取締役社長 淡野 文孝 

住  所 東京都目黒区東山一丁目５番４号 ＫＤＸ中目黒ビル６階 

 

 ２ 指定管理の内容 

施  設  名 四日市市勤労者・市民交流センター 

所  在  地 四日市市日永東一丁目２番２５号 設置年月：平成２１年４月 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

指定管理料 ４２，３７８，０００円（平成３０年度） 

指定管理に 

係る収支状況 

(平成３０年度) 

 収 入   ５６，５７９，５１１円 

 支 出   ５６，２４５，５３９円 

 収 支      ３３３，９７２円 

利 用 実 績 

年間利用者数 

 平成２８年度 ９６，０７２人 

 平成２９年度 ９５，６３５人（前年度比   ４３７人減） 

  平成３０年度 ９３，５１７人（前年度比 ２，１１８人減） 
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 ３ 指定管理の業務範囲 

   ア 使用許可、使用許可の取消し、特別の設備の設置許可、入場の制限等に関すること。 

   イ 利用料金の徴収・減免・還付等に関すること。 

   ウ 勤労者・市民交流センターの施設・設備等の維持管理に関すること。 

エ その他、勤労者・市民交流センターの運営に関すること。 

 

 ４ 収支状況 

                                      単位：円 

項 目 実施計画（a） 実績額（b） 比較増減（b）－（a） 

貸館収入 １２，３７６，８００ １１，５９０，２６５ △７８６，５３５ 

指定管理料 ４２，３７８，０００ ４２，３７８，０００ ０ 

自主事業収入 １，７１２，８８０ ２，２７３，７８６ ５６０，９０６ 

その他収入 ２３７，６００ ３３７，４６０ ９９，８６０ 

収入 計 ５６，７０５，２８０ ５６，５７９，５１１ △１２５，７６９ 

人件費 ２５，４０１，６００ ２３，９０６，８２３ △１，４９４，７７７ 

消耗品費 ８９６，４００ ４８３，１６３ △４１３，２３７ 

印刷製本費 ５４，０００ ０ △５４，０００ 

光熱水費 ７，１６０，４００ ７，６１１，３５４ ４５０，９５４ 

修繕料 １，７２８，０００ １，７９１，０３６ ６３，０３６ 

器具修繕費 １２９，６００ ０ △１２９，６００ 

通信運搬費 ４９６，８００ ５９０，１７８ ９３，３７８ 

広告料 ２１６，０００ １４８，６００ △６７，４００ 

保険料 ２５９，２００ ２４０，８７４ △１８，３２６ 

委託料 ９，５０６，１６０ ９，５１９，５７６ １３，４１６ 

賃借料、その他 １，０１３，０４０ １，２１５，９６１ ２０２，９２１ 

事業費 

（ソフト事業費） 
５，３３６，２８０ ６，３６６，３２１ １，０３０，０４１ 

一般管理費 ４，５０７，８００ ４，３７１，６５３ △１３６，１４７ 

支出 計 ５６，７０５，２８０ ５６，２４５，５３９ △４５９，７４１ 

収  支 ０ ３３３，９７２ ３３３，９７２ 
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第３ 監査の結果 

 

   四日市市勤労者・市民交流センターの指定管理者アクティオ株式会社における出納及びその

他関連する事務並びに所管所属の指定管理者に対する指導状況等について監査した結果、次の

指摘事項及び意見のとおり、是正又は改善を要するものなどが見受けられた。今後の事務執行

に当たっては、これらに十分留意するとともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 

 

 １ 指摘事項 

 

【アクティオ株式会社】 

（１）協定書に定められた報告書等について 

 基本協定書第１６条第７項に基づく防火管理者の氏名の通知がなされていなかった。不備

のない適切な事務処理を行うこと。 

 （２）領収書について 

    次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 

ア 書損となった領収書の廃棄。 

イ 連番の未記載。 

 

【商工農水部商工課】 

   特になし 

 

 ２ 意 見 

 

【アクティオ株式会社】 

（１）自主事業について 

   自主事業については、よりニーズの高い内容の事業を実施できるよう、関係団体と意見交

換を行うなど幅広く情報収集を行うこと。 【要望事項】 

（２）貸室の予約について 

   貸室の予約は先着順となっているため、受付開始日の前日から利用者が並ぶ様子が見受け

られるとのことである。また、利用希望者が一度に予約ができる日数や部屋数の上限がない

ため、特定の個人・団体によって多くの貸室が利用され、その他の市民が使用しづらい状況

が発生している。広く多くの市民に当施設が利用されるよう、所管課と協議し、予約の方法

について検討を行うこと。 【要望事項】 

（３）周辺施設整備による影響について 

令和３年に開催される三重とこわか国体・三重とこわか大会に向けて、中央緑地公園の駐

車場等周辺の施設が整備されることにより、当施設の利用者も増加する可能性がある。周辺

施設整備による影響や新たなニーズを考慮し、必要に応じて対策を行うこと。 

 【要望事項】 
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（４）内部事務管理について 

   事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。職員の業務に関する知

識不足や単純なミスに加えて指定管理者内でのチェック・牽制体制が十分に機能していない。

事務処理のルールを再度確認し、内部事務管理の徹底を図ること。 【改善事項】 

 （５）スリッパの設置場所について 

    多目的ホールは上履きを履いて利用する人が多いため、外に出る際に上履きから靴への履

き替えが不要になるよう、上履きの上から履けるスリッパを多目的ホールの入り口に用意し

ている。そのスリッパのままトイレを利用し、多目的ホールまで廊下を歩くのは衛生的では

ないと考えられるため、スリッパをトイレ付近に設置し、多目的ホールとトイレの間にマッ

トを敷くなど衛生面の改善を図ること。 【改善事項】 

 

【商工農水部商工課】 

 （１）指定管理者との調整会議に係る記録について 

    毎月の調整会議の記録及び資料が供覧されていなかった。協議・報告内容を共有するため、

課内で供覧すること。 【改善事項】 

 （２）指定管理者への指導監督について 

    指定管理者の事務処理において、基本的な部分でいくつかの指摘事項が見受けられた。事

務処理のルールについて指導を行うとともに、定期的に収入・支出関係証拠書類の調査・照

合を行うなど牽制を行うこと。 【改善事項】 

 （３）利用料金について 

  ア 貸室の利用料金について、条例で「商業宣伝、営業又はこれらに類する目的の場合は１０

０分の２００をそれぞれ乗じて得た額を加算する。」と定められているが、どのような場合が

「商業宣伝、営業又はこれらに類する目的」に該当するのかを示す判断基準が定められてい

ない。具体的な基準の策定について検討すること。 【改善事項】 

  イ 貸室の利用料金の減免について、「その他市長が特に必要があると認めた場合」は５割減額

することが施行規則により定められているが、その具体的な基準は明確に定められていない。

市の委託事業に限り認めるという運用をしているとのことであるが、そうでない事例も見受

けられた。どのような場合に認められるのかを示す具体的な基準を策定し、明確にすること。

併せて、指定管理者に対し、減免するときは、減免決定に係る文書においてその根拠を明ら

かにするよう指導すること。 【改善事項】 

 （４）指定管理者の勤務状況の把握について 

    所管課として指定管理者の人員配置の確認はしているが、時間外勤務の状況については把

握していないとのことである。時間別のシフト体制がどうなっているか、また、指定管理料

が適切かどうかを判断するためにも、勤務状況について把握する必要があると思われるため、

可能な範囲で指定管理者の職員の勤務状況について確認を行うこと。 【要望事項】 

 （５）職員用駐車場について 

    本館の西側に指定管理者の職員が利用する駐車場が設けられている。市民に職員用駐車場

であるということが明確に分かるような表示について、指定管理者と協議すること。 

 【要望事項】 


